
筆記訳読セシメ且文法文章論ノ応用口述ス」で、これらを医学科と同じく荒尾と高屋が分担し

て受け持っている。

独逸文法教科書とポック読本が好んで用いられてい愚が、これらは当時高等学校などで広く

用いられたものである。前者は明治時代の代表的ドイツ語学者である大村仁澱|K・山口小太郎・

谷口秀太郎の編纂になるもので明治27年に初版が出て以来、多くの版を重ね、昭和初期まで

｢三太郎文法」の愛称でドイツ語学習者の間で親しまれた。前後編の２冊から成るもので、文

法知識を確実に習得するのに適した優れた教科書である。設問も確実な文法知識を習得してい

なければ解答できないようになっている。

ポック読本はヘステル読本に続いて日本に導入されたもので、第一から第四まであった。元

来ドイツの小中学校用のリーダーである。ドイツの歴史・伝説。諺。英雄等に関す愚短い読章

がびっしり詰まって内容豊富であるが、全体的に教訓的な話が多い。独逸文法教科書によって

文法の基礎を学びつつ、この読本を辞書を頼りに－編ずつ丹念に読んで行けば相当の読解力が

養成されたであろう。医学科３年級の「第一高等学校編纂読本第一及第二」というのは、明治

28年に南江堂蔵版の「第一高等学校独逸文学科教員撰定」の『独逸語読本」第一巻及び第二巻

を指すと思われる。どちらも小本であるが高度で、ボック読本に比較して文学色が濃厚である。

医学科。薬学科ともに最上級で、それぞれ医学と薬学のドイツ語文献を読んでいるのは専門学

校としては当然であった。全体として読解力養成に主眼が置かれているが、これは専門のドイ

ツ語論文を読むためであったし、次いで和文独訳の練習もかなり行っているが、これは将来ド

イツ語で論文を書くための基礎力を養って置こうとの配慮からであったろう。当時、日本の医

学者が外国の専門雑誌に論文を発表する場合、独語で書くのが一般的であった。このように五

高医学部におけるドイツ語教育では、読む・書くに重点が置かれ、話す・聞くの練習は殆ど行

われなかったと見てよいであろう。

手元にある「第五高等学校一覧」旧明治三十年至三十一年）を見ると、医学部の独語教師

としては嘱託教員（のち助教授）の中台重躬が唯一人であって、同じく助教授の高屋賀祐はこ

の時は医学。薬学用の動物学。物理学の担当となっている。ところが中台重躬は明治32年２月

に至り非職となり、独語教員に欠員が生じたので、新たに明治32年４月に荒間淳吉（富山県人）

を独語授業の嘱託教員に採用した。従って明治33年当時の五高医学部のドイツ語教育はこの荒

聞淳吉と、専門は動物学や物理学であるがドイツ語も堪能であった前記高屋賀祐が担当するこ

とになった。

なお明治34年３月には第五高等学校医学部は熊本の五高から分立し、長崎医学専門学校と改

称された。そしてドイツ語教育は時間数も増え、以前よりも一層の充実を見るに至った。

｢ファウスト」を最初に訳した酒竹大野豊太

大野酒竹（本名。豊太）は、「俳譜文庫」と「酒竹文庫」（東大付属図書館蔵）により不朽の

業績を残しており、俳句作者や俳譜学者でその恩恵に浴していない者は殆どいないとまで云わ
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れている。彼は42才の若さで亡くなったが皮膚科の医師としても期待されており、大野病院は

大変繁盛していた。だが、独学史を専攻する筆者にとって興味があるのは彼のドイツ語やドイ

ツ文学との関係である。彼のドイツ語修業の過程は明治の医学生たちが辿る典型的なコースで

あった。また、彼には若き日に俳句以外にドイツ文学にも熱中した時期がある。そしてついに

は、－部ではあるがゲーテの不朽の傑作「ファウスト」を最初に邦訳するまでに至った。

大野豊大は、明治５年（1872）現在の熊本県玉名市岩崎に生

まれた。大野家は、代々肥後高瀬藩の細川家に仕えていたが、

廃藩置県により職を失ったので新生活を求めて９年豊太５才の

時一家を挙げて上京した。豊太は幼いころから利発で、小学校

ではいつも優等生だった。文学的才能もこの頃から芽生えたが、

彼は父母の希望に添い医者となる道を選んだ。そのためにはま

ずドイツ語を学ぶ必要があった。それで豊太は小学校を卒業す

ると、大野家の資料によると明治19年11月９日に独逸学校へ入

学した。該校は本郷台町にあったドイツ語を教える私塾である。

明治11年に山村一蔵により設立されたもので当時最も評判がよ

かったドイツ語学校である。東大医学部予科に進学しようとす

る者はまずこの独逸学校に入学するのが一般的だった。最盛期
大野酒竹

は明治15,16年頃で、豊太が入学した頃は廃校直前だった。そ

のためか彼はすぐに小石Ⅱ|区下富坂町の、東京全修学校に転学している。校主はシラー「哲爾

自由讃」（明治15年）の訳者山田郁治だった。だが豊太は更に明治20年には本郷元町の私立独

逸語学校に転じた。該校は東大医学部本科生や医局生が中心となって始めたもので、第一高等

中学校の予備校的性格が強かった。教師には、気鋭のドイツ語学者高橋金一郎、藤代禎輔らを

擁し明治20年代を通じて多くの生徒を集めた。これらの学校でドイツ語、漢文、数学を学んで

来た豊太は、同21年第一高等中学校の三部（医科）の選抜試験に主席で合格した。独語が堪能

な上に頭脳明lWTで各教師からもてはやされ、漢文の内田周平からは是非漢文を専攻せよと云わ

れ、落合直文も豊太に国文を専攻するように説いたという。が、彼は医学志望を変えなかった。

それでも俳譜研究や俳書の蒐集に熱心だった。同時にドイツ文学にも興味を持った。

森鴎外は「独逸文学の隆運」（｢国民之友」第46号、明22.4）の冒頭で「今の日本は独逸文

学の隆運が殆ど其の極度に達した時です」と述べているが、とにかく当時は新進の有志家の問

に、ドイツの文学や文化を紹介しようとする意欲が横溢していたようだ。それをよく示すのが

｢独逸講文会」である。これは熱心な独語教師たちによるドイツ文学の紹介・普及のための共

同事業として注目される。即ち、明治23年から約10年間にわたり大村仁太郎、山口小太郎、平

塚定二郎、保志虎吉、谷口秀太郎、藤代禎輔など有力なドイツ学者たちが学校の講堂や教会で、

週一回「講本」というドイツ名家の原典を抜粋したものをテキストに用い、青少年のために講

義したのである。「講本」はＡｕswahlausDeutschenKlassikemalsGrundlagefUr
VorlesungeninDoitsu＝Kobun＝Ｋｗａｉと題するもので、その合本３巻（全12冊のうち１０冊）

が国会図書館に保存されている。奥付によると編纂者は最初の２冊が依田昌言（独協生・熊本

県人）で、のち大野豊大に変わった。つまり豊太はこの会の世話人としての役割を演じていた
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ようだ゜収録された名家ぱゲーテ、シラー、ピュルガー、レッシング、クロプシュトック、ク

ライスト、ヘルダー、シャミッソー、ハイネ、ガイペル、リュッケルト、ウーラントなど多数

にのぼる。驚くのは会は大抵盛会だったことだ。例えば、明治27年９月28日に大村仁太郎が－

高の講堂で行ったシャミッソーの物語詩「ザラス。イ・ゴメス」の講義は、満堂の聴衆を完全

に魅了した。現在では原典によるドイツ詩文の講義に何百人もの聴衆が集まることなど考えら

れないが、人々のドイツ文学に対する関心が高まっていた明治20年代には、そういうことが起

こり得た。ちなみに、豊太は「独逸講文会」を通じて田岡嶺雲、笹川臨風等を知り、のちに俳

団筑波会を結ぶに至った。

さて、「ファウスト」を「酒竹庵訳」として「国民之友」第よ354号（明３０．６．２６）に発表し

たのは、帝国大学医科大学の学生だった時である。前書きに「悲劇『ファウスト」はゲーテが

一生鞭大･作、溌蓄甚深にして狐興痛‘快、蓋し容易に其義を以て訳し難きものあり。今力めて原

作のま､之を直訳す｡…美絶大の文は絶大の筆あって初めて訳すべし｡之なくんば寧ろ訳せざ
るに若かず。浅学非才の身を以て、大胆にも此業を試む。…」とある。第一部の第一場「夜」

(Nacht）の約半分（原詩200行）を訳したものであった。冒頭に、学問に絶望したファウスト

のあの有名な独白がある場面である。この独白には誇張を感じながらも、確かに真理を含んで

いる言葉として共感する人も多いのではあるまいか。

鳴呼、さて我は学ぴぬ。哲学、法律、医学、

悲しい哉また神学をも。

熱心に力を極めて学びぬ。

しかも依然として吾あり、悲しき暗愚よ、

学びし前と異ならで。

唯執心なる哲学者、執心なる医学者のみ。

lまや十年も人に教へき、

上下縦横に－－

吾は生徒を欺きつ－－

さて見よ、吾等は何事をも識〃得ぬぞ。（後略）

酒竹訳には不適切と思われる部分が散見するが、困難な「ファウスト」の日本語訳を初めて

試みた功績は否定できない。ただ、１回だけで終わったのは惜しまれる。それでも「日本にお

けるゲーテ文献」が編まれるたびに大野酒竹の名は想起されることだろう。

熊本時代の青木昌吉と「邦語独逸文典』

長年にわたり東京帝国大学文科大学狼逸文学科教授を務め、また日本ゲーテ協会の初代会長

であった青木昌吉（1872-1939）は、藤代禎補と並んで日本のゲルマニステイクの開拓者である。
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